編集後記 (泌尿器科紀要 第62巻第7号) by unknown
Title編集後記 (泌尿器科紀要 第62巻第7号)
Author(s)














する．Windows の場合は MS-Word・一太郎，また Macintosh の場合は EG-Word・MS-Word とし，特に
Macintosh においては MS-DOS テキストファイルに保存して提出すること．
6． 校正：校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．
7． 掲載：論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．








5 掲載論文には JaLC DOI を付与する（2016年 7月号から開始）．
例) 10.14989/ActaUrolJap_[巻]_[号]_[開始ページ]
Web にてアクセスする場合には上記の DOI 前に http://dx.doi.org/ を加えて入力することで泌尿器科紀














泌尿器科紀要 第62巻 第 7号 2016年 7月25日 印刷 2016年 7月31日 発行
発行 小 川 修 顧問 吉 田 修 発行所 泌尿器科紀要刊行会
〒606-8392 京都市左京区聖護院山王町18 メタボ岡崎301号 電 話 (075) 752-0100
FAX (075) 752-0190
http://www.acta-urologica-jpn.jp/
印刷所 山代印刷株式会社 京都市上京区寺之内通小川西入 (定価 840円)
編 集 後 記
新専門医制度が揺れている．数年かけて作り上げてきた制度設計が，地方医療の崩壊につながる可能性がある
ということで立ち往生している．基本診療科の間で幾度となくすりあわせを行い，様々な意見の違いを乗り越え
て作られた制度である．残念でならない．
初期臨床研修制度が始まった13年前，大学の泌尿器科には 2年もの間，新人が来なかった．しかし，スタッフ
が雑用をこなし，大学は何とかやりくりをしながら頑張った（医師の引き上げという問題もおきましたが…）．
研修医の大学離れもおこった．しかし，この研修制度を非難する声は今はもう無い．確かにこの専門医制度には
問題点が少なからずある．しかし，最初から完全な制度など期待できないし，良質な専門医の育成という目的で
あるなら，まず第一歩を踏み出すべきではないかと思う．新制度によって良い専門医が育つまでの 4年間は皆で
歯を食いしばって頑張るしかない．後は自然と良い方向に向くのではないかと思うのは楽観に過ぎるのだろうか．
（小川 修）
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